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星
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宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
は
１４
日
、
小
惑
星
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
」
の
後
継
機
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
。
先
代
は
が
れ
き

の
集
ま
り
だ

っ
た
小
惑
星

「
イ
ト
カ
ワ
」
に
着
陸
し
た
が
、
後
継
機
は

生
命
体
な
ど
に
関
係
す
る
有
機
物
が
豊
富
な
小
惑
星
を
目
標
に
定
め

た
。
大
き
な
弾
丸
を
小
惑
星
に
放

っ
て
直
径
数
肝
の
く
ば
地

（ク
レ
ー

タ
ー
）
を
こ
し
ら
え
、
よ
り
地
下
深
く
の
鉱
物
採
取
も
目
指
す
。

同
国
開
い
た
文
部
科
学
省

の
宇
宙
開
発
委
員
会
に
報
告

し
た
。
同
委
員
会
は
来
年
度

予
算
の
概
算
要
求
に
製
造
費

を
盛
り
込
む
べ
き
か
ど
う
か

専
門
の
部
会
で
本
格
検
討
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
８
月
上

旬
ま
で
に
結
論
を
出
す
。

後
継
機
「
は
や
ぶ
さ
２
（仮

称
）
」
は
、
２
０
１
４
年
の

打
ち
上
げ
を
想
定
。
地
球
か

ら
約
３
債

ロ
キ
席
離
れ
た
イ
ト

カ
ワ
の
近
く
に
あ
る

「
１
９

９
９
Ｊ
Ｕ
３
」
と
い
う
小
惑

星

へ
向
か
う
。

こ
の
小
惑
星
は
Ｃ
型
と
い

う
タ
イ
プ
で
、
Ｓ
型
に
分
類

さ
れ
る
イ
ト
カ
ワ
よ
り
も
炭

素
な
ど
の
有
機
物
が
多
い
と

さ
れ
る
。
後
継
機
は
ふ
た
た

び
着
陸
を
試
み
、
鉱
物
や
有

機
物
な
ど
を
地
球
に
持
ち
帰

る
。
異
な
る
小
惑
星
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
４６
億
年
前
に

誕
生
し
た
太
陽
系
の
誕
生
の

起
源
を
よ
り
詳
し
く
解
明
で

き
る
と
み
て
い
る
。

後
継
機
は
、
イ
オ
ン
エ
ン

ジ
ン
や
化
学

エ
ン
ジ
ン
な
ど

先
代
の
基
本
設
計
を
引
き
継

ぐ
。
た
だ
先
代
は
カ
プ
セ
ル

だ
け
を
地
球
に
戻
し
、
機
体

は
大
気
圏
で
燃
え
尽
き
た
。

後
継
機
は
カ
プ
セ
ル
を
地

球
に
送
り
込
ん
だ
後
、
機
体

本
体
は
別
の
天
体
の
探
査
に

向
か
う
機
能
を
盛
り
込
む
考

え
。
複
数
の
任
務
を
果
た
す

万
能
型
と
な
る
。

先
代
の
地
球
帰
還
は
当
初

４
年

の
計
画
が
３
年
遅
れ

た
。
研
究
者
が
奇
跡
と
表
現

す
る
綱
渡
り

の
飛
行
だ

っ

た
。
技
術
的
な
課
題
は
多
く
、

後
継
機
で
は
確
実
に
帰
還
で

き
る
技
術
の
獲
得
が
求
め
ら

れ
る
。
後
継
機
の
製
造
費
用

は
今
後
詰
め
る
が
、
百
数
十

億
円
は
か
か
る
と
さ
れ
る
。

先
代
の
は
や
ぶ
さ
に
つ
い

て
は
、
カ
プ
セ
ル
に
イ
ト
カ

ワ
の
砂
ば
こ
り
が
入

っ
て
い

る
か
分
析
し
て
い
る
。

概算要求は

来月に結論


